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土屋三島神社杉（東温市河之内）：東温市指定天然記念物
高さ45m、目通り6.27m、東温市内の杉では最も大きい。
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　新年あけましておめでとうございます。皆

様にとって健やかな年となりますようにお祈

り申し上げます。

　私が平成８年４月に当院に着任してから四

半世紀が過ぎましたが、院長としては初めて

の新年を迎えました。今までとは立場が変わ

りより身が引き締まる思いです。

　昨年は、一昨年からの新型コロナウイルス

感染症への対応が続き、その診療は当院の重

要な役割のひとつでした。感染症対応病棟や

発熱外来での患者さんへの対応、院内感染や

クラスター発生の予防対策、自院や地域での

ワクチン接種など職員一致団結して取り組み

ました。その一方、地域の医療を担う医療機

関として病院機能の維持にも努めました。重

症心身障害者医療、結核医療、神経難病など

のいわゆる政策医療と、内科、呼吸器内科、

消化器内科、循環器内科、脳神経内科、外科、

整形外科などの急性期・回復期医療です。ま

た平成28年からの松山医療圏の２次救急輪番

病院機能も維持しています。昨年はその足跡

や未来への思いを「病院創立80周年記念誌」と

して刻みました。

　病院主催の健康教室や研修、勉強会など多

くの活動が昨年も休止せざるを得ませんでし

た。病診連携についても連携交流会が２年連

続で中止となり、医療機関や施設、看護ステー

ションなど直接顔を合わせての情報交換は難

しい状態が続いています。しかし徐々にオン

ラインを活用して情報交換や連携構築が行え

るようになり、今後はより慣れることで、更

に進めていけるものと期待しています。

　私個人の生活では、学会や会議の多くが中

止となり、WEB開催が主流となりました。

その影響で今までになく自分の時間を持つこ

とができました。昨年４月には松山英樹選手

のマスターズゴルフ優勝に感激し、７月～８

月は東京オリンピック・パラリンピックを

TVで応援し勇気をもらいました。大リーグ

の大谷翔平選手の活躍ぶりも堪能しました。

自宅でウォーキングマシーンを使って運動し

たり、スマートフォンで音楽や映画鑑賞をす

る自分自身の心身のケアも大事にしていきた

いと思っています。

　コロナ禍が落ち着き、心穏やかな日常が戻

ることを願いながら、よりよい医療を皆様に

提供すべく職員一同努力してまいります。本

年も何とぞよろしくお願いいたします。

　愛媛医療センター　院長　阿部 聖裕

年頭のごあいさつ
新しい年を迎えて
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が、発作が起きていない
ときの体は正常の状態で
あるため、咳や喘鳴が出
た時だけ治療を行い普段
の治療を怠ることで、最
終的に病状が進行し症状
が治まらなくなる患者さ
んがいらっしゃるという
ことです。
　先ほども説明した通り、気管支喘息は気道に炎
症を起こしている病気です。喘息の患者さんは、
喘息の症状がない状態でも実は気道に炎症を抱え
たままなのです。そのため気道の炎症がある状態
で放置すると、炎症がある気道の壁が固くなり、
薬を使っても狭くなった気道が元に戻らなくなり
ます。
　そのため気管支喘息は病状が進行する前の適切
な治療の継続が重要です。繰り返す咳や喘鳴など
で困っている方は、是非一度医療機関の受診を検
討してみてください。

呼吸器内科医師　仙波 真由子

した。医師となり16年
目になりましたが、ま
だまだ勉強することは
多いと思っております。
大学院での研究の時間、
わが子との育休の時間
を経て、医療に対して
の見え方が少し変わっ
てくるといいな、とい
う期待を込めて、今回の赴任を新たなスタートと
思い頑張りたいと思います。
　当院では、医療的ケア児（者）への診療を中心に
させていただいております。ご本人がすこしでも
快適に、健康に、ご家族に寄り添えるような医療
が提供できるよう、心がけたいと思います。自分
も含め、医療的ケア児（者）の皆さん、ご家族、スタッ
フも少しでも楽しく日々が送れる、そんな医療を
目指したいと思っております。まだまだ皆様から
教えていただくことが多いと思います。ご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

　皆さんの中に、「季節の変わり目によく咳がでる
けれど、気が付いたら治っている」「風邪をひくと
ゼーゼーいうことがあるけど、風邪が治るとそれ
も治まる」という方はいらっしゃいませんか。もし
かするとそれは、気管支喘息による症状かもしれ
ません。
　気管支喘息という病名を聞いたことがある方は
多いと思いますが、端的に説明すると、「呼吸をす
る時の空気の通り道（気道）が炎症を起こすことで
狭くなり、咳や息苦しさを繰り返す病気」のことで
す。近年アレルギー疾患の増加や大気汚染、居住
環境の変化、ストレスとの関連性などから患者数
は増加傾向にあるといわれています。その一方、
治療薬である吸入ステロイドの普及で気管支　喘
息による死亡率は減少傾向にあります。
　しかしながら気管支喘息の治療で問題になるの

　10月から小児科に赴任いたしました加賀城真理
と申します。よろしくお願いいたします。
　私は新居浜市出身です。愛媛大学医学部を卒業
後、県内の小児科で勤務させていただいておりま
した。その間小児科一般や、地域医療、小児血液
腫瘍などを中心にさまざまな医療に携わらせてい
ただきました。その後、平成29年４月に愛媛大
学医学部大学院に進みました。生化学教室でご指
導をいただき、腫瘍血管新生抑制にかかわる研究
をさせていただきました。その後、育休をいただ
きましたのち、愛媛医療センターで復職いたしま

医 心 伝 心
気管支喘息のおはなし

小児科医師
加賀城　真理

にゅうふぇいすどくた～
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図２　運動による血糖改善効果

図１　糖尿病治療

誌上糖尿病教室　vol.2

ストップ悪循環！
薬物療法

運動療法

食事療法

補助

基本

　もう一度、見直しましょう！糖尿病治療の基本
は食事療法・運動療法であり、薬物療法は補助的
な役割をするものです（図１）。つまり、基本が崩
れると上記で述べたように悪循環に陥り薬物療法
の本来の治療効果が得られなくなります。運動療
法では血糖改善のみならず、インスリン抵抗性を
改善し、インスリン感受性を高め、薬の効果も上
がります。実際にある研究で、HbA1cが有酸素運
動では−0.51%、筋肉トレーニングでは−0.38％
に対し、その両方の組み合わせでは−0.97％と血
糖改善効果が最も大きかった(図２)という報告が
あります。
　そこで前回、理学療法士の先生より「自宅でで
きる糖尿病運動療法」について説明してもらいま
した。写真付きで、すごく分かりやすいので、ご
覧になられなかった方は是非参考にしていただけ
ればと思います。しかし、運動を禁止あるいは制
限した方が良い場合もありますので、主治医と相
談の上、メディカルチェックを受けて安全に運動
していただければと思います。
　もし、服薬または自己注射していて血糖が以前
より高い日が続いているなと疑問に思うようなこ
とがございましたら、お気軽にお声がけください。

　年末年始を迎えるにあたり生活習慣が乱れがち
なこの時期、皆様いかがお過ごしでしょうか？
　さて、近年糖尿病治療薬は目まぐるしく進化し
ていますが、薬物治療のみで完治する薬は現在の
ところありません。しかし、より効果的な内服薬・
自己注射薬の登場により、昔に比べて安全かつ効
果的に治療することが可能となっています。
　当院の臨床現場において、糖尿病で入院される
患者の多くが２型糖尿病で、肥満、運動不足の方
が大半を占めており、「薬は毎日きちんと飲めてい
て、飲み始めは効いていたのに最近効かなくなっ
てきて、飲むのも嫌になってしまって入院しまし
た。」「自己注射は決められたように定期的に打っ
ているのに最近血糖が高いのが続いてね、どうし
て？」とおっしゃる方が多いです。その要因として、
肥満や運動不足などが挙げられ、インスリンは分
泌されているのに正常に作用が発揮されない状態
(インスリン抵抗性)になり、さらには血糖値があ
る程度高くなるとインスリン分泌および作用の低
下により血糖値の上昇をきたし…、という悪循環
(糖毒性)に陥っていき薬が効きづらくなってしま
います。

もう一度、見直しましょう生活習慣
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最新

フルデジタル
超音波診断装置導入

キャノン　Aplio　i700

フィリップス　EPIQ　Elite

Learning(機械学習)を応用。従来では、実現が
難しかった、断面認識および波形認識を行うこ
とで、トレースラインや、計測の一部を自動化
され検査時間の短縮、技師間での誤差を最小限
に抑える事が出来ます。

　上記の様な最新式のフルデジタル超音波診断装
置を用いることで心臓・腹部・甲状腺・乳腺・血
管など様々な領域で、従来の装置に比べ、より高
精細な画像が表示可能となり、その場でリアルタ
イムに診断出来ますので不安感も軽減され、検査
は苦痛もなく身体に負担を与えない検査ですので
安心して受診していただけます。
　超音波検査は早期発見、機能評価、経過観察等
に優れた検査法ですので、地域の皆様の健康維持
に役立てて行きたいと考えております。

　検査機器だけでなく、検査に当たる技師も各種
学会・研修会に参加して技術・知識の向上に日々
努めていますので安心して検査を受けていだける
事を付け加えさせていただきます。

臨床検査技師長　筒井 修

〇2020年12月にフィリップス社最新式超音波（エ
コー）画像診断装置、「EPIQ Elite」を導入いた
しました。
心臓・腹部・血管・甲状腺・乳腺など様々な診
断領域に適した機種で１秒間にDVD10枚分に
相当する優れたデータ処理能力を有し、高精細
な画像を描出することが可能です。また、Live 
３Dエコーでは、高解像度でリアルタイム性の
高い立体画像が得られます。これにより立体的
に運動性等が評価できるメリットが有ります。

〇2021年９月にもキャノンメディカル社最新式超
音波（エコー）画像診断装置、「Aplio i700」を
導入しました。
新しいビームフォーミング技術で画質向上、広
範囲でのフォーカス性能を有しており体表近く
から深部まで均一な画像を得ることが出来ます。
最新のDeep Learning(深層学習)やMachine 
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インド生
まれで

中国育ち
…

　あけましておめでとうございます。今年もどう
ぞよろしくお願いいたします。
　猛暑の年は、寒さも厳しくなると言われますが、
いかがお過ごしでしょうか。
　寒い日には、「あったかい部屋で、みかんを食べ
る」という方もいらっしゃるのではないでしょうか。
　そこで、今回は皆さんになじみ深い「みかん」に
ついてお話したいと思います。みかんは、インド
のアッサム地方が原産地で、現在最も多く栽培さ
れている「温州みかん」は、約500年前に中国から
鹿児島に伝えられたみかんの木が、突然変異して
できたものだそうです。
　みかんには、免疫を高めたり、肌荒れ予防効果
のあるビタミンＣ、むくみや高血圧予防効果のあ
るカリウム、骨粗鬆症予防や抗酸化作用のあるβ
クリプトキサンチンなどが含まれています。また、

みかんの薄皮に含まれているペクチンは、食物繊
維が豊富に含まれており、整腸作用があります。
皮を剥くと実についている白いすじに多く含まれ
ているヘスペリジンには、冷え性の改善効果もあ
るそうです。
　このようにたくさんの栄養素が含まれているみ
かんですが、食した後は皮を湯船に入れて、「みか
ん風呂」なんていかがでしょうか。みかんの皮に含
まれているリモネンには、リラックス効果や保温
効果もあるので、寒い冬、ホッとしたいときには
おすすめです。
　今年一年が、皆様にとってよい年となりますよ
うに。
※治療中の方は、主治医に確認されることをおす
すめいたします。

四季燦餐
～みかんの巻～

　患者さんが安全
に入院生活を送る
ために『転倒・転落』
を予防する事は重
要です。当院では
医療安全管理室が

中心となり、転倒・転落件数０を目指して様々な活
動を行っています。今回は、転倒・転落予防グルー
プが本年度に取り組んでいる活動内容を紹介します。

〇転倒リスクカードの作成
　転倒リスクのある患者さんに聞くと、『転倒する
とは思わなかった』『杖を使ってと言われていたけ
ど近い距離だし、手放しで大丈夫だと思った』『歩
く時は看護師を呼んでと言われていたけど、忙し
そうで悪いから呼びにくかった』などとおっしゃ
る方がいます。これらの対策として、患者さんと
医療スタッフが患者さんの歩行状態と介助レベル
の現状が一目でわかるカードを作成しました。カー
ドには、患者さんの状態に応じて、「遠慮せずナー
スコールを押していただきたい」などの注意点も
記載しています。今後は、このカードをベッドサ
イドの目立つ所に設置し、患者さん、医療スタッ

フともに移乗・移動動作のともなうケアの場面で
活用できるようにする予定です。
〇転倒予防対策の現状調査
　現在の転倒予防対策は各病棟で決定しています
が、それでも転倒は発生しています。対策の質に
バラツキがないか、不備はないのか、対策の方法
は適切か各病棟を多職種からなるグループで、そ
れぞれの専門性を生かした視点で調査して回り、
データを取っています。今後は、そのデータを分
析して、効果的な予防対策について提言出来たら
と考えています。

転倒・転落０を目指して医療安全
管 理 室
だ よ り
こんなことしています

医療安全
管 理 室
だ よ り
こんなことしています

ベッドの高さチェック中
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　私は先日、病院の環境について学んでもらうため、
看護の統合実習において1年生に向けた支援実習を
行いました。私はこの実習において看護師は治療の
場だけでなく生活の場でもある環境を整備するこ
と、看護師にしかできない環境整備について伝えた
いという目標があったため、自分が１年生の時に書
いた記録の振り返りや今までの実習の中でご指導
いただいたことを再確認しました。
　１年生は初めての病棟実習ということもあり、と
ても緊張している様子でしたが、必要に応じてメモ

を取り、疑問に思ったことはその都度質問するなど
次第に積極性がみられ、「基礎実習に向けて具体的
なイメージができ、不安だった気持ちが少し楽しみ
という気持ちに変わりました」という発言があり、
さらに１年生が書いた記録では自分なりの学びをた
くさん記載できていました。このようにこの実習は
臨床に出る前の準備段階につながったと考えます。
　私たち18期生は実習のほとんどが新型コロナウ
イルス感染症の影響を受け、患者様と関わる機会
が少なく、看護技術を実践する機会が限られていま
した。しかし、シャドーイングという実習の形式の
中で看護師の方々にたくさんのアドバイスをいただ
き、看護観を深める時間が十分にあったこと、でき
ないからこそ自分が患者様の立場に立った時にど
うしてほしいかを考えることが出来たと思います。
　このように今回の支援実習を通して、今までの実
習を振り返って自分の看護観を深めることができ
たと同時に今後の自己の課題が明らかになるなど
自分自身もたくさんのことに繋がった有意義な実習
になったと思います。

３年生　寺尾 優菜

ち
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と
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い
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い
放
し
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看護学校の頁 ～学び舎から～ 温故知新
三年生から一年生へ　支援実習
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分
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
年
齢
の
せ
い
で
感
覚

が
マ
ヒ
し
て
き
た
の
が
原
因
の
可
能
性
大
で
す
が
、
も
う
一
つ
は
独
り
飲
み
で
缶
ビ
ー
ル

の
量
が
増
え
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
状
態
で
寝
て
し
ま
い
、
暑
さ
寒
さ
を
感
じ
な
く
な
っ
て
い

る
自
分
が
い
ま
す
。
残
り
の
勤
務
期
間
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
、
何
か
役
に
立
て
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
宿
舎
周
辺
の
草
刈
り
を
土
日
で
行
い
再
就
職
に
向

け
た
努
力
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
秋
か
ら
雑
草
が
伸
び
な
く
な
り
時
間
を
持
て
あ
ま
す
よ
う

に
な
り
、
自
分
な
り
に
勝
手
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
を
や
っ
て
み

ま
し
た
。
候
補
の
袋
麺
は
日
○「
出
○
一
丁
」・
イ
○
メ
ン「
チ
ャ
○
ポ
ン
メ
ン
」・
サ
○
ヨ
ー

食
品「
サ
ッ
○
ロ
一
番
み
そ
ラ
ー
メ
ン
」・
エ
ー
○
コ
ッ
ク「
ワ
ン
○
ン
メ
ン
」・
ハ
○
ス「
う

ま
○
っ
ち
ゃ
ん
」明
○「
チ
ャ
○
メ
ラ
」以
上
六
種
類
を
勝
手
に
自
分
好
み
で
ラ
ン
キ
ン
グ
し

て
み
ま
し
た
。
昼
夜
一
袋
づ
つ
三
日
間
を
か
け
て
食
べ
比
べ
た
と
こ
ろ
、
第
六
位「
サ
ッ
○

ロ
一
番
み
そ
ラ
ー
メ
ン
」た
だ
単
に
味
噌
ラ
ー
メ
ン
が
あ
ま
り
好
き
で
な
い
た
め
。
第
四
位

「
ワ
○
タ
ン
メ
ン
」
塩
味
が
た
ま
ら
な
い
。
同
点
で
「
う
ま
○
っ
ち
ゃ
ん
」
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
で

ご
飯
が
す
す
む
。
第
三
位
「
出
○
一
丁
」
安
定
し
た
味
で
ご
ま
ラ
ー
油
が
た
ま
ら
な
い
。
第

二
位「
チ
ャ
○
メ
ラ
」ホ
タ
テ
の
味
付
け
と
香
辛
料
が
効
い
て
い
て
昔
か
ら
の
思
い
出
の
味
。

個
人
的
に
第
一
位
「
イ
○
メ
ン
の
チ
ャ
ン
○
ン
メ
ン
」
あ
っ
さ
り
ス
ー
プ
と
か
や
く
の
バ
ラ

ン
ス
が
最
高
で
低
価
格
で
あ
り
な
が
ら
飽
き
の
来
な
い
味
で
常
に
五
袋
パ
ッ
ク
が
常
備
さ

れ
て
い
る
最
強
袋
ラ
ー
メ
ン
と
個
人
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。（
あ
く
ま
で
も
個
人
の
意
見
で

す
）
次
は
焼
き
そ
ば
ラ
ン
キ
ン
グ
を
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す

が
、
当
分
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
は
食
べ
た
く
な
い
で
す
。
も

う
年
だ
か
ら
無
理
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
、
胃
も
た
れ
が

き
つ
く
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
迎
え
て
い
ま
す
。
自
業

自
得
で
す
が
…
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
で
ん
の
達
人

てっぺん
獲ったどぉ～

大丈夫よ

不安で
すぅ～



外 来 診 療 担 当 医 表 内科外来直通電話 089-990-1834
外科外来直通電話 089-990-1835

診　療　科 診察室 午前・午後 月 火 水 木 金

循 環 器 内 科 ６診 午前 舩　田 舩　田 関　谷 岩　田 関　谷午後 堀　江 舩　田

消 化 器 内 科
９診 午前 古　田 山　内 久　保 山　内

（糖尿病専門） 久　保午後

12診 午前 廣　岡 大　藏
午後

呼 吸 器 内 科
10診 午前 阿　部 伊　東 佐　藤 阿　部 伊　東

午後

11診 午前 渡　邉 仙　波 山　本
午後

脳 神 経 内 科
８診 午前 尾　原

午後

12診 午前 尾　原 戸　井 戸　井午後 大八木

整 形 外 科
15診 午前 宮　本 宮　本 担当医（初診のみ）

午後

16診 午前 玉　井 玉　井
午後

リハビリテーション科 15診 午前 曽我部 曽我部
午後

外 科 14診 午前
午後

消 化 器 外 科 14診 午前 鈴　木 森　本 渡部（第３週）
午後

呼 吸 器 外 科 14診 午前 湯　汲
午後

小児科（神経外来） 14診 午後 菊　池 桑　原
加賀城 菊　池

専門外来（予約制） 月 火 水 木 金
心 臓 外 科 外 来 14診 泉　谷
ペ ー ス メ ー カ ー 外 来 13診 第２・４（午後）
糖 尿 病 外 来 11診 宮﨑（月１回）
フ ッ ト ケ ア 外 来 小児面談室 毎　週
ス キ ン ケ ア 外 来 救外 第１・３（午前）
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 12診 山内（康）（午前）
じ ん 肺 外 来 13診 西村（第１・３午前）
ア ス ベ ス ト 外 来 14診 午　後 午　後
息 切 れ 外 来 11診 渡邉（13時30分～）
Ｓ Ａ Ｓ 外 来 11診 渡邉（14時～16時）
頭 痛 外 来 13診 永井（第２・４午前）
神 経 難 病 13診 橋　本

独立行政法人国立病院機構　愛媛医療センター
〒７９１－０２８１  愛媛県東温市横河原３６６　ＴＥＬ ０８９-９６４-２４１１　ＦＡＸ ０８９-９６４-０２５１
ホ ー ム ペ ー ジ アド レ ス 　 h t t p s : / / e h i m e . h o s p . g o . j p

松山市

県道334号線

県道334号線

石手川

国道11号線

県道193号線

県道23号線

←宇和島　高速道路　高松→

←松山  高速道路  高松→

←松山　国道11号線　高松→

東温市役所東温市役所

東温市図書館

重信中学校

東温市図書館 東温高校 東温消防署東温消防署

松山刑務所松山刑務所

北吉井小学校北吉井小学校

川上小学校重信中学校
愛媛大学
医学部
愛媛大学
医学部

愛媛大学
医学部

国
道
33
号
線

重
信
川

重
信
川

伊予鉄道高浜横河原線

伊
予
鉄
道
高
浜
横
河
原
線

松山インターチェンジ松山インターチェンジ
川内インターチェンジ川内インターチェンジ

川内インターチェンジ川内インターチェンジ

東温市役所

東温市図書館

文

重信中学校

たのくぼ

みなら

よこがわらよこがわら

あいだい
いがくぶ

みなみぐち

あいだい
いがくぶ

みなみぐち文

文

文

文

北吉井小学校

横河原郵便局

文

〒

文
東温高校

文

文

松山刑務所

天然温泉 利楽

東温消防署

愛媛医療センター

愛媛医療センター

川上小学校
文

当 院 の 位 置 と 交 通

高速道路川内ICまでの所要時間 
　●三島川之江IC（７０ｋｍ） 　        ５０分
　●高松西IC（１３０.９ｋｍ）　　１時間３０分
　●徳島IC(１７０．９ｋｍ）　　 　１時間５０分
　●高知IC（１３０．１ｋｍ)　　 　１時間３０分
　　（川内ICから当センターまで車で５分）

交通機関
　電　　車　伊予鉄高浜横河原線横河原駅下車徒歩７分
　　　　　　または、愛大医学部南口駅下車徒歩3分
　バ　　ス　伊予鉄松山市駅川内方面行横河原下車徒歩１０分
　自家用車　松山市から３０分　伊予市から４０分　西条市から６０分
　　　　　　無料駐車場完備

※外来受付は８時30分から11時までです。内科は13時から16時までです。 （紹介状のない初診の受付は15時までです）　　   2022年１月１日現在
　ただし、土・日・祝祭日・年末年始（12月29日～１月３日）は休診です。
※ＳＡＳ（睡眠時無呼吸症候群）

※弊紙の基本方針として、掲載写真については原則ご本人様の了解を頂いております。

※弊紙へのご意見ご要望ご感想は、当センター内病院新聞編集委員会（担当：小倉）までお寄せください。

8 愛媛医療センターニュース　石鎚　第66号


